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令和8年 8月 15日　中之条町議会だより216号　 2

議員定数
次回選挙より３人減の 　　　        に決定次回選挙より３人減の 　　　        に決定12 人

かねてより「議員定数・報酬のあるべき姿」について、議会改革推進特別委員会において検討されて
いたが、令和７年７月９日に議員定数・報酬検討特別委員会を設置。１１ヶ月にわたり６回の委員会
を開催し、慎重に調査、議論を行った。議会の機能を損なうことなく運営ができる議員定数として、
近年の人口減少、予算規模の拡大、議会改革の推進による活動の増加への対応を踏まえて検討を重ね
た。さらに住民からの議員削減の意見にも配慮し、現在の状況下で、議会として自らが議員定数を削
減する方向を示した答申を行った。

 議員定数・報酬検討特別委員会での検討

 全員協議会での検討

 本会議での審議
全員協議会での決定を受け、議員定数・報酬検討特別委員会委員長が令和8年6月24日の本会議で議
員定数条例の改正を提案。条例改正に反対、賛成の両議員の討論が行われた。
採決の結果、賛成10人、反対4人であったため、賛成多数で議員定数を「12人」とする条例の改正が
可決（討論・審議結果詳細は左ページ参照）。

委員会での答申を受け、全議員の意見を確認するため、全員協議会に諮
はか
ることとし、協議を行った。

これまでの経緯

議員定数の変遷

S30.5～ S50.5～ S62.5～ H15.5～ H19.5～ H22.3～ H23.5～ R1.5～

30 26 262022 16 18 15

15 人 12 人
現在の定数： 次回選挙からの定数：

議長への答申　議員定数「削減」、議員報酬「継続審議」

協議の結果、議員定数を「12人」とすることが決定

※旧六合村と合併

次回選挙から、議員定数を「15人」から「12人」に削減することを決定



令和8年 8月 15日　中之条町議会だより216号　3

　今回の議案提出に至るまでに、参考人制度や公聴会制度
は活用されておらず、町議会基本条例に定められたプロセ
スを活用せずに行われた議論では、町民の意見が正しく反
映されていると判断できません。
　また、議員定数と議員報酬は、議員の活動そのものを、
町民の意見を聴取しながら、一体で考慮されなければいけ
ない性格のものなので、議会改革と一体で議論をする必要
があり、定数だけを切り離すことは本来できないものであ
ると考えます。
　以上２点が、町議会基本条例第17条の定めに反すると判
断し、この議案に反対します。
　そして、人口が減るから議員の定数も減らすべきという
論点についても、人口が減っても自治体の業務難易度や負
担は増大する傾向にあるため、町民と行政のパイプ役とし
て議員の果たすべき役割は大きくなっても、決して小さく
なることはないと考えます。

　将来の予測と展望を十分に考慮して、現在の町の人口規
模や財政状況を客観的に見つめ直したとき、「12人」と
いう定数は、議会の機能を維持しつつ、時代の要請に応え
るための「適正規模」であると考えます。
　また、「定数の削減により町民の声が町政に反映されに
くくなる。監視機能が低下する」等が懸念されるという声
も承知していますが、議員の役割は「数」の多さだけで果
たされるものではないし、何よりも町民の負託に応えられ
るよう、議員一人ひとりの資質、審査能力の向上に研

けんさん
鑽を

積み、地域の課題をしっかり受け止め、議員活動に励むこ
とが肝要であることから、定数を削減したとしてもこれを
カバーしていけるものであると確信しています。

　　　　 　　　　　議員名等

議案名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
原
沢　
香
司

福
田　
公
雄

山
本　
　
修

割
田
三
喜
男

山
田
み
ど
り

佐
藤　
力
也

関　
　
美
香

大
場　
壯
次

冨
沢　
重
典

関　
　
常
明

唐
沢　
清
治

福
田　
弘
明

剱
持　
秀
喜

小
栗　
芳
雄

安
原　
賢
一

議第１号議案　中之条町議会議員
定数条例の一部改正について

可   

決
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －

注）審議結果に対して、○は賛成、×は反対、欠は欠席、議長は採決に加わらないため「－」で表示

賛成：山本　修議員

反対：原沢　香司議員討　論

審議結果
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６月定例会議６月定例会議

事　業　名 補 正 額 主 な 内 容 予 算 総 額

公共交通対策事業 142万円 医療機関等外出タクシーにおける、運賃改定に
伴う業務委託料の増額等

109億
6,705万円

各種団体負担金及び補助金 583万円
（一財）自治総合センターコミュニティ助成事
業で1団体、（公財）県市町村振興協会魅力ある
コミュニティ助成事業で2団体が事業採択され
たことに伴う各団体への助成金

観光施設管理事業 150万円
クマ出没に伴う注意喚起や被害の未然防止対
策として、四万温泉地内に鐘を設置するため、
四万温泉協会への観光施設管理補助金の増額

消防施設整備事業 2,000万円 旧検察庁跡地に大型防火水槽1基を設置するた
めの工事費

小学校運営管理事業
（事務局分） 143万円 六合小学校のジャングルジム等の塗装修繕費用

給食センター運営管理事業
（事務局分） 122万円 中之条小学校の牛乳保冷庫の購入費

定例会議２日目（一般質問：6月4日）の傍聴席

条
例
改
正

★
町
税
条
例
の
一
部
改
正

★
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

町
条
例
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

★
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
県
の
福
祉
医
療
制
度
改
正
に

伴
い
、
町
条
例
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

農
業
委
員

★
町
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め

　
る
認
定
農
業
者
等
又
は
こ
れ

　
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
少
な

　
く
と
も
４
分
の
１
と
す
る
こ
と

・
農
業
委
員
の
任
命
は
、
原
則

と
し
て
認
定
農
業
者
が
過
半
数

を
占
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、「
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
」
の
例
外
と
し
て
、

区
域
内
の
認
定
農
業
者
数
が

委
員
定
数
の
30
倍
を
下
回
る
場

合
、
委
員
の
過
半
数
ま
た
は
少

な
く
と
も
４
分
の
１
を
認
定

農
業
者
等
が
占
め
れ
ば
、
議
会

の
同
意
を
得
て
任
命
が
可
能
で

す
。
今
回
推
薦
・
公
募
さ
れ
た

新
委
員
候
補
13
名
中
、
認
定
農

業
者
等
は
５
名
で
、
委
員
の
４

分
の
１
の
３
・
25
人
を
上
回
り
、

条
件
を
満
た
す
た
め
、
こ
の
例

外
を
適
用
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

★
新
農
業
委
員
13
人
の
任
命
に

　
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
７

　
月
20
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

・
田
村
万
紀
子
氏(

山
田)

・
山
野　
美
保
氏(

五
反
田)

・
冨
澤　
秀
行
氏(

赤
坂)

・
石
井　
孝
浩
氏(

入
山)

・
金
井　
国
博
氏(

折
田)

・
角
田　
里
美
氏(

平)

・
小
板
橋　
修
氏(

伊
勢
町)

・
山
口　
一
弘
氏(

山
田)

・
中
澤　
昌
彦
氏(

蟻
川)

・
堀
口　
保
利
氏(

五
反
田)

・
富
澤
賀
津
夫
氏(

日
影)

・
松
沢　
光
久
氏(

岩
本)

・
唐
澤　
巳
幸
氏(

西
中
之
条)

一般会計補正予算　≪主な事業≫
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６月定例会議６月定例会議

契
約
の
締
結

★
令
和
８
年
度
中
之
条
小
学
校

　
特
別
教
室
棟
長
寿
命
化
改
良

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て

・
経
年
劣
化
に
よ
る
壁
面
の
ク

ラ
ッ
ク
や
剥
離
な
ど
、
外
壁
や

屋
根
の
傷
み
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
契
約
金
額

　
１
億
２
３
０
万
円

・
契
約
者　

　
株
式
会
社
千
島
工
務
店

・
工　
　
期　

　
令
和
９
年
１
月
29
日

★
令
和
８
年
度
中
之
条
中
学
校

　
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置
工

　
事
に
つ
い
て

・
猛
暑
日
の
増
加
に
伴
い
、
安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
設
置
工
事
を
行

い
ま
す
。

・
契
約
金
額

　
１
億
８
０
４
０
万
円

・
契
約
者　

　
有
限
会
社
勝
山
電
気
工
事

　
吾
妻
営
業
所

・
工　
　
期

　
令
和
９
年
３
月
26
日

財
産
の
取
得

★
議
会
用
会
議
シ
ス
テ
ム
の
購

　
入
に
つ
い
て

・
議
会
用
マ
イ
ク
等
が
経
年
劣

化
に
よ
り
不
具
合
が
生
じ
て
き

て
い
る
た
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
を
中
心
に
、
マ
イ
ク

を
ケ
ー
ブ
ル
で
連
結
さ
せ
て
使

用
す
る
タ
イ
プ
に
変
更
し
ま

す
。

・
取
得
金
額　
７
７
６
万
円

・
取
得
先

　
角
田
電
気
工
事
株
式
会
社

　
中
之
条
営
業
所

・
納
入
時
期　

　
令
和
８
年
８
月

★
道
路
除
雪
作
業
用
除
雪
機
械

　
の
購
入
に
つ
い
て

・
約
36
年
間
使
用
し
た
３
ｔ
級

除
雪
車
に
不
具
合
が
生
じ
て
き

て
い
る
た
め
、
更
新
を
行
い
ま

す
。

・
取
得
金
額　
９
６
８
万
円

・
取
得
先

　
コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

　
群
馬
支
店

・
納
入
時
期

　
令
和
９
年
３
月

福
田
弘
明
議
員　
３
月
は
既
に

雪
の
降
る
時
期
な
の
で
、
12
月

頃
に
は
準
備
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

契
約
上
は
３
月
で
す
が
、

12
月
に
は
間
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
お
話
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思

い
ま
す
。報　

　
告

★
令
和
７
年
度
一
般
会
計
繰
越

　
明
許
費
繰
越
計
算
書

・
令
和
７
年
度
に
予
定
し
て
い

た
事
業
が
、
予
算
成
立
後
の
事

由
に
よ
り
令
和
８
年
度
に
繰
越

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
事
業
数
15
、
繰
越
金

額
４
億
７
１
７
６
万
２
千
円
で

す
。

★
中
之
条
町
上
水
道
事
業
会
計

　
予
算
繰
越
計
算
書

・
令
和
７
年
度
に
予
定
し
て
い

た
事
業
が
、
予
算
成
立
後
の
事

由
に
よ
り
令
和
８
年
度
に
繰
越

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
事
業
数
１
、
繰
越
金

額
２
億
３
０
１
７
万
円
で
す
。

陳　

情

★
陳
情
第
３
号

　
国
号
３
５
３
号
、
群
馬
県
・

　
新
潟
県
境
未
開
通
区
間
の
整

　
備
促
進
に
つ
い
て

（
概
要
）

　
未
開
通
と
な
っ
て
い
る
国
道

３
５
３
号
の
四
万
か
ら
新
潟
県

湯
沢
町
三
国
ま
で
の
区
間
開
通

は
、
中
之
条
町
の
み
で
な
く
吾

妻
郡
及
び
群
馬
県
全
体
の
観

光
・
産
業
・
経
済
・
文
化
交
流

等
で
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
四
万
地
区
に
お
い
て

は
近
年
の
多
発
し
て
い
る
集
中

豪
雨
等
の
災
害
時
に
、
道
路
寸

断
に
よ
る
陸
の
孤
島
と
な
り
得

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
を
考
慮

い
た
だ
き
、
国
、
県
知
事
等
に

整
備
が
実
現
で
き
る
よ
う
積
極

的
な
働
き
か
け
を
す
る
よ
う
求

め
る
。

委
員
か
ら
の
意
見
抜
粋

・
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い

る
。
費
用
も
含
め
て
大
変
だ
と

は
思
う
が
、
当
町
と
し
て
は
開

通
す
る
こ
と
が
、
観
光
面
や
防

災
面
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る

と
思
う
。

・
一
つ
の
悲
願
で
も
あ
る
と
思

う
の
で
、
是
非
、
実
現
に
向
け

て
町
一
丸
と
な
っ
て
行
け
た
ら

と
思
う
。

採
決
の
結
果
：
採
択

※
陳
情
第
３
号
に
つ
い
て
は
、

　
「
国
号
３
５
３
号
車
両
通
行

　
不
能
区
間
の
解
消
を
求
め
る

　
意
見
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

受理
番号 件　名  陳 情 者 委員会

審　査
本会議
採　決

陳情３
国道３５３号、群馬県・新潟県
境未開通区間の整備促進につ
いて

沢田地区　区長会長
沢田１７区長
田村　広行

採択 採択

【陳情審査報告】
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常任委員会報告常任委員会報告

6

補
正
予
算
に
つ
い
て

佐
藤
力
也
委
員

医
療
機
関
等
外
出
タ

ク
シ
ー
業
務
委
託
料
84
万
５
千
円
の
委

託
先
は
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
早
期
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
補
正
に
な
っ
た
の
か
。

答

委
託
先
は
、
浅
白
観
光
自
動
車
で

す
。
補
正
理
由
は
、
県
内
の
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
改
定
が
令
和
８
年
３
月
16
日
に

あ
り
、
当
初
予
算
に
は
間
に
合
わ
な
い

た
め
、
浅
白
観
光
自
動
車
と
相
談
し
た

結
果
、
７
月
か
ら
運
賃
に
反
映
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
補
正
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
般
議
案
に
つ
い
て

福
田
弘
明
委
員

町
税
条
例
の
一
部
改

正
は
ど
こ
に
重
き
を
置
い
た
改
正
か
。

答

大
半
は
上
位
法
の
条
項
の
ズ
レ
に

よ
る
影
響
で
し
て
、
そ
れ
以
外
で
一
番

大
き
な
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
非
課
税
の

固
定
資
産
が
増
え
る
と
い
う
改
正
と
な

り
ま
す
。

支
障
木
に
つ
い
て

佐
藤
力
也
委
員
支
障
木
に
よ
る
電
線

等
の
火
災
に
つ
い
て
、
危
険
個
所
の
情

報
提
供
を
町
民
の
方
や
消
防
団
員
に
協

力
を
呼
び
か
け
た
ら
ど
う
か
。

答

特
に
こ
こ
数
年
、
倒
木
に
よ
る
電

線
の
切
断
、
枝
が
電
線
に
接
触
し
て
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
東

電
に
は
支
障
木
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
消
防
団
の
方
、

あ
る
い
は
地
域
の
区
長
を
通
じ
て
危
険

と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
優
先
的
に

情
報
を
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
東
電
に

も
お
繋
ぎ
し
、
対
処
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
商
品
券
に
つ
い
て

福
田
弘
明
委
員

町
民
の
方
か
ら
使
う

場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
耳
に

し
て
い
る
が
、
現
金
給
付
で
口
座
に
振
り

込
む
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

現
金
が
一
番
何
で
も
使
え
て
便
利

だ
と
分
か
り
ま
す
が
、
現
金
給
付
す
る

の
に
色
々
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
地
元
で
の
消
費

も
考
え
て
商
品
券
に
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

現
金
給
付
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

福
田
弘
明
委
員

春
の
改
定
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
も
Ａ
Ｉ
と
紐
づ
け
た
り
し
た
よ
う
だ

が
、
行
政
は
な
ぜ
個
人
情
報
漏
洩
が
心
配

さ
れ
る
こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
の
か
。

答

行
政
の
情
報
発
信
に
お
け
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
に
は
、
情
報
管
理
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
へ
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
つ
つ
、
町
は
自
治
体
向
け
の
仕
組

み
を
活
用
し
な
が
ら
、
行
政
情
報
が
適

切
に
届
け
ら
れ
る
か
、
情
報
管
理
に
配

慮
し
た
運
用
が
可
能
か
と
い
う
観
点
か

ら
、
活
用
可
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
情
報
漏
洩
後
、
政
府
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
管
理
は
強
化
さ

れ
、
中
之
条
町
で
は
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
公
開
前
提
の
情
報
の
み
発
信
し
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
で
は
、
情

報
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
社
に
残
ら
な
い
仕
組
み

で
運
用
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
利
用
者

と
迅
速
な
情
報
伝
達
の
利
便
性
か
ら
今

後
も
活
用
し
ま
す
が
、
広
報
誌
等
複
数

の
情
報
提
供
手
段
も
維
持
し
、
新
た
な

Ａ
Ｉ
機
能
に
よ
る
問
題
に
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

同
窓
会
補
助
金
に
つ
い
て

関
美
香
委
員
長

事
業
目
的
が
「
郷
土

愛
醸
成
・
移
住
定
住
・
地
域
経
済
活
性
」

へ
変
更
さ
れ
、
同
窓
会
補
助
金
の
年
齢

要
件
が
61
歳
ま
で
拡
充
さ
れ
た
。
し
か

し
、
町
民
か
ら
は
「
移
住
定
住
」
目
的

の
年
齢
制
限
（
61
歳
）
に
疑
問
の
声
が

上
が
っ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

答

同
窓
会
補
助
金
は
、
当
初
の
出
会

い
の
場
創
設
目
的
か
ら
利
用
が
低
調
だ

っ
た
た
め
、
地
域
経
済
活
性
化
を
目
指

し
拡
充
し
ま
し
た
。
同
窓
会
を
し
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
る
70
代
以
上
の
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
担
当
課
と
少

し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
委
員
会
終
了
後
、『
災
害
時
の
議
会
の

対
応
』
に
つ
い
て
、
委
員
の
み
で
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日

令
和
８
年
６
月
15
日

委
員
長

関　
　
美
香

副
委
員
長

山
本　
　
修

委　
　
員

福
田　
弘
明

　
　
　
　
　
佐
藤　
力
也

　
　
　
　
　
安
原　
賢
一

総
務
企
画

総
務
企
画
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文
教
民
生

文
教
民
生

富
沢
家
住
宅
に
つ
い
て

割
田
三
喜
男
委
員

屋
根
改
修
工
事
の

予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

本
来
で
あ
れ
ば
全
面
改
修
を
行
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
費
用
や
時
間
が

掛
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
当
面

傷
ん
だ
と
こ
ろ
を
部
分
的
に
補
修
す
る

形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。教

育
事
務
委
託
に
つ
い
て

原
沢
香
司
副
委
員
長

長
野
原
中
学
校

で
の
六
合
地
区
の
生
徒
の
様
子
は
ど
う

か
。

答

５
月
１
日
に
長
野
原
中
学
校
を
訪

問
し
、
校
長
か
ら
様
子
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
小
さ
な
問
題
や
ま
だ
慣
れ
な
い

生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
六
合
地
区

の
17
名
の
生
徒
も
元
気
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
１
年
か
ら
３

年
ま
で
、
学
級
づ
く
り
が
一
か
ら
に
な

っ
た
た
め
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
作
り
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て

冨
沢
重
典
委
員

少
子
化
が
進
む
中
、

あ
と
２
年
以
内
に
は
現
状
の
幼
稚
園
や

保
育
所
を
２
つ
の
施
設
に
す
る
な
ど
再

編
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

答

本
年
度
、
今
後
の
幼
児
教
育
の

あ
り
方
を
考
え
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
本
年
度
中
に
は
一
定
の
提
言
を
示

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
町
が
方
針
を
決
め
、
必
要
が
あ
れ
ば

施
設
整
備
等
を
行
い
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
と
し
て
は
、
最
短
で
令
和
11
年
４
月

か
ら
、
方
針
に
基
づ
い
た
施
設
を
開
設

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

割
田
三
喜
男
委
員

伊
参
地
区
だ
け
以

前
か
ら
地
区
社
協
が
あ
る
が
、
設
立
経

緯
と
目
的
は
。

答

昭
和
59
年
度
に
県
か
ら
の
３
年
間

の
地
区
社
協
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

指
定
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
指
定
終
了
後
も
伊
参
地
区

の
福
祉
の
充
実
と
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

歯
科
健
診
に
つ
い
て

冨
沢
重
典
委
員

成
人
の
歯
科
健
診
の

受
診
率
は
。

答

令
和
７
年
度
の
受
診
率
が
13
・
１

％
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
齢
階
層
で
は

20
歳
、
60
歳
、
70
歳
が
多
く
受
診
し
て

い
ま
す
。

冨
沢
重
典
委
員

子
ど
も
の
虫
歯
対
策

で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
。

答

以
前
か
ら
幼
児
の
フ
ッ
素
塗
布
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
歳
６
か
月

児
か
ら
３
歳
児
健
診
、
園
保
で
６
か
月

お
き
に
継
続
し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
６
年
は
、
中
之
条
町
の
小

学
生
の
虫
歯
保
有
数
０
・
０
１
本
、
中

学
生
に
な
る
と
若
干
多
く
な
り
０
・
４

４
本
で
す
。

ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て

小
栗
芳
雄
委
員

ご
み
出
し
の
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
体
制
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答

高
齢
化
で
ご
み
出
し
困
難
な
住
民

が
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
調
査
で
は
、
周
囲
の
方

の
手
伝
い
や
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
で
対
応
出
来
て
い
る
状
況
で
し

た
。
現
状
、
担
い
手
の
確
保
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

具
体
的
な
困
り
事
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
併
せ
て
他
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
事

例
を
収
集
し
、
社
協
、
民
生
委
員
、
地

域
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
支
援
体
制
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
委
員
会
終
了
後
、
吾
妻
環
境
施
設
組

合
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
予
定

地(

東
吾
妻
町
大
字
柏
木
地
内)

の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日

令
和
8
年
6
月
16
日

委
員
長

大
場　
壯
次

副
委
員
長

原
沢　
香
司

委　
　
員

割
田
三
喜
男

　
　
　
　
　
冨
沢　
重
典

　
　
　
　
　
小
栗　
芳
雄　
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◀  ㈱吾妻バイオパワー
吾妻木質バイオマス発電所

吾妻森林組合
岡崎木材加工センター▶ 

開
催
日　
令
和
８
年
６
月
17
日

委
員
長

山
田
み
ど
り

副
委
員
長

福
田　
公
雄

委　
　
員

唐
沢　
清
治

　
　
　
　
　
関　
　
常
明

　
　
　
　
　
剱
持　
秀
喜　
　
　

産
業
建
設

産
業
建
設

所
有
者
不
明
山
林
に
つ
い
て

関　
常
明
委
員　
所
有
者
不
明
山
林
の

具
体
的
な
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
り
四
万

地
区
の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の

後
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
際

に
県
内
で
初
め
て
所
有
者
不
明
山
林
の

調
査
を
一
筆
行
い
ま
し
た
。

関　
常
明
委
員　
森
林
経
営
管
理
制
度

に
つ
い
て
、町
と
し
て
の
評
価
、考
え
方
は
。

答

森
林
が
87
％
を
占
め
る
町
な
の

で
、
所
有
不
明
林
地
の
増
加
に
よ
る
杉

藪
化
や
災
害
防
止
の
た
め
、
国
・
県
と

連
携
し
伐
採
・
植
林
を
進
め
、
森
林
経

営
管
理
制
度
や
緑
の
県
民
税
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
森
林
は
手
を
入
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
に
つ
い
て

唐
沢
清
治
委
員　
最
近
イ
ノ
シ
シ
の
子

連
れ
や
シ
カ
を
よ
く
見
か
け
る
と
い
う

話
を
聞
く
が
、
現
状
増
え
て
い
る
の
か
。

答

イ
ノ
シ
シ
は
予
想
さ
れ
る
に
豚
熱

に
感
染
し
て
減
っ
て
き
て
い
て
、
捕
獲

頭
数
か
ら
見
る
と
シ
カ
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。

唐
沢
清
治
委
員　
ヤ
マ
ビ
ル
が
生
息
域

を
広
げ
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答

農
林
課
と
し
て
は
、
主
に
シ
カ
や

カ
モ
シ
カ
等
の
ヒ
ル
を
運
ぶ
動
物
の
生

息
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ
に
つ
い
て

剱
持
秀
喜
委
員　
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
運
営
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

答

面
積
削
減
や
人
件
費
見
直
し
を
検

討
し
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
効
果
の
増
強
、

教
育
施
設
と
し
て
の
活
用
、
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
ペ
ッ
ト
同
伴
試
行
、

券
売
所
を
通
ら
な
い
シ
ョ
ッ
プ
・
食
堂

利
用
の
実
証
実
験
等
で
運
営
改
善
を
図

り
ま
す
。

剱
持
秀
喜
委
員　    

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な

方
々
の
こ
れ
ま
で
の
人
数
や
費
用
を
含

め
て
、
現
状
と
今
後
の
予
定
は
。

答

令
和
４
年
度
は
４
名
の
方
に
委

託
費
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、
段
階

的
に
費
用
を
削
減
し
、
現
在
で
は
約
61

％
減
で
す
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

人
数
も
令
和
７
年
度
か
ら
見
直
し
て
お

り
、
令
和
９
年
度
も
見
直
す
考
え
で
す
。

花
桃
街
道
に
つ
い
て

福
田
公
雄
副
委
員
長　    

町
と
し
て
事
業

効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答

生
育
状
況
に
差
異
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
効
果
は

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
の
皆
様
と
協
働
し
ま
し
て
、
維

持
管
理
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

福
田
公
雄
副
委
員
長　    

景
観
ス
ポ
ッ
ト

が
道
路
沿
い
で
、
安
全
面
で
の
心
配
が

あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

町
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い

う
状
況
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

活
用
、
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。物

価
高
騰
に
つ
い
て

山
田
み
ど
り
委
員
長　   

小
規
模
な
事
業

者
や
高
齢
化
し
て
い
る
農
業
と
い
っ
た

力
の
な
い
と
こ
ろ
が
一
番
影
響
を
受
け

や
す
く
、
事
業
の
継
続
に
お
い
て
も
課

題
で
あ
る
。
必
要
な
場
面
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業
の
継
続

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
場
合

に
は
、
積
極
的
な
支
援
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

農
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
観
光
も

商
業
も
建
設
も
み
ん
な
そ
う
で
す
が
、

色
々
な
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
声
を
聴

き
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
思
う
よ
う
な
お
答

え
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
少
し
で
も
、
半
歩
で
も
前
に
進

め
る
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

陳
情
審
査

○
「
国
道
３
５
３
号
、
群
馬
県
・
新
潟

県
境
未
開
通
区
間
の
整
備
促
進
を
求
め

る
陳
情
」
の
審
査
が
付
託
さ
れ
審
議
し

た
結
果
、「
採
択
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
終
了
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

事
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
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６月定例会議 議員５５名名が

記事では一般質問・答弁の一部を抜粋して掲載しています。（●を掲載）
全文はホームページからご覧ください
（二次元コードを読み込むと議員ごとの一般質問・答弁の全文がご覧いただけます）

原
はらさわ
沢 香

こ う じ
司 議員

割
わ り た
田三

み き お
喜男 議員

●町の農林業をどのように維持発展させていくか
●物価高騰対策・物資不足対策について

●共創のまちづくりについて
〇避難行動要支援者個別計画について

●ひとり暮らし高齢者などの見守り支援について
●国際情勢の変化に伴う物価・燃料高騰への対応
について

●これからの農林業の振興策について

●教職員の休憩時間について
●支援員の配置について
●子どもの居場所づくりについて
〇スクールバスの利用について
〇部活動の地域移行について

山
や ま だ
田みどり 議員

（☞11ページ）

（☞10ページ）

（☞12ページ）

（☞10ページ）

（☞11ページ）
福
ふ く だ
田 公

き み お
雄 議員

福
ふ く だ
田 弘

ひろあき
明 議員

一般質問

◇ 議会を傍聴しませんか◇
議場入口の受付票に住所・氏名を記入していただければ傍聴ができますので、
ぜひご来場ください。
なお、傍聴席に限りがあり、入場制限をする場合がありますので、予めご承知ください。
次回の定例会議は、９月２日（水）から17日（木）の予定です。

※日程は変更になる場合がありますので、ホームページに掲載の直近の議会カレンダーで確認いただくか、　
　議会事務局へお問い合わせください。

中之条議会事務局　☎ 0279-75-8836
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農
家
は
中
東
情
勢
な
ど

に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の

連
鎖
的
高
騰
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
政
府
が
検
討
し
て
い
る
消
費

税
率
１
％
へ
の
減
税
は
消
費
税
の
納
税

を
免
除
さ
れ
て
い
る
小
規
模
農
家
に
と

っ
て
は
手
取
り
額
が
直
接
減
る
こ
と
に

な
る
。
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

食
料
品
の
消
費
税
が
減

税
に
な
る
と
実
質
的
な

負
担
増
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
物
価
高
騰
等
へ

の
対
応
と
し
て
農
業
資
材
等
価
格
高
騰

対
策
補
助
金
で
対
応
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
料
基
本
料
金
の
免
除
や

地
域
商
品
券
の
交
付
、
高
齢
者
生
活
支

援
事
業
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
認
定
農
業
者
へ
の
農
機
具

の
購
入
な
ど
に
対
す
る
補
助
を
拡
大
、

小
さ
い
農
家
の
方
も
農
業
を
嫌
に
な
ら

ず
に
地
域
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
、
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
小

規
模
農
家
へ
の
農
機
具
購
入
補
助
を
昨

年
度
創
設
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
が
激

し
い
の
で
そ
れ
に
対
し
て
の
対
策
も
町

と
し
て
で
き
る
範
囲
で
補
助
の
拡
充
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
が
進
め
る
美
味
し

い
米
作
り
は
稲
作
の
振

興
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
に

加
え
安
全
な
米
作
り
の
観
点
か
ら
有
機

栽
培
米
作
り
を
推
進
し
た
ら
ど
う
か
。

米
の
有
機
栽
培
に
は
課

題
も
多
い
で
す
が
、
他

市
町
村
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
研

究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
基
本
で
す
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
安
心
で
美
味
し
い
地
域
の
食

材
を
食
べ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
目

を
向
け
、
し
っ
か
り
考
え
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
課
題
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
、
気
候
変
動

に
よ
る
猛
暑
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
る
収

量
減
少
や
品
質
低
下
な
ど
を
し
っ
か
り

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
も
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
情
報
収
集
を

し
っ
か
り
し
て
、
進
め
て
い
け
る
も
の

は
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

林
業
振
興
の
上
で
広
葉
樹

の
活
用
に
つ
い
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
の
際
の

原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

群
馬
県
の
広
葉
樹
、
林
産
物
で
あ
る
シ

イ
タ
ケ
の
原
木
も
移
動
禁
止
と
い
う
こ

と
が
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
が
解
決
で
き
る
時
期
が
来
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
広
葉
樹
の
利
用
に
つ
い
て
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り

地
縁
型
組
織
と
テ
ー
マ

別
組
織
が
補
完
し
合
う

新
し
い
地
域
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
の

か
。

役
割
が
異
な
り
、
主
体

が
連
携
で
き
る
地
域
運

営
の
仕
組
み
、
場
と
ル
ー
ル
を
整
え
る

こ
と
で
民
主
性
と
開
放
性
を
両
立
さ
せ

た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。中

山
間
地
域
を
再
生
す

る
た
め
の
行
政
の
伴
走

支
援
は
ど
う
か
。人口

減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
山
間
地
に
お
い

て
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
複
数

の
機
能
を
支
え
合
う
「
小
規
模
多
機
能

自
治
」
の
考
え
方
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
地
域
の
自
主
性
と
創

意
工
夫
を
尊
重
し
つ
つ
、
共
創
に
よ
る

段
階
に
応
じ
た
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
自
治
推

進
の
た
め
、
地
域
の
拠

点
整
備
と
組
織
化
が
急
務
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
主
導
の
進
め
方
で
は

な
く
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
基

本
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
拠
点
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
必
要
性
や
既
存
施
設
の
利
活
用
の

有
無
等
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支
援

策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
自
治
（
住
民
）
と

団
体
自
治
（
行
政
）
の

役
割
を
規
定
し
、
持
続
可
能
な
制
度
と

し
て
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う

か
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

条
例
で
一
律
に
規
定
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
即
し

て
地
域
計
画
や
運
営
方
針
、
必
要
に
応

じ
た
協
定
等
の
形
で
実
践
を
通
じ
て
改

善
で
き
る
柔
軟
な
整
理
の
方
法
を
基
本

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

条
例
は
、
理
念
条
例
と

し
て
、
あ
く
ま
で
も
基

本
的
な
考
え
方
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
は
、
住
民
で
あ
り
対
等
な
立
場

で
、
ま
ち
づ
く
り
を
共
創
し
て
進
め
て

い
く
。
細
か
い
こ
と
は
、
要
綱
・
要
領

等
で
、
随
時
変
更
し
て
い
く
。
「
小
規

模
多
機
能
自
治
」
の
考
え
方
を
も
と

に
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
地
域
活
力

と
自
治
力
を
取
り
戻
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
の
代
表
は
、
地
縁
型

組
織
と
テ
ー
マ
型
組
織
の
ま
と
め
役
で

あ
る
地
域
運
営
組
織
の
代
表
で
あ
る
と

い
う
位
置
づ
け
。
地
域
と
行
政
で
の
協

定
書
の
締
結
な
ど
。

　
ま
た
、
活
動
資
金
の
担
保
を
含
め
た

持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
定
着
さ
せ
る

等
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

なぜ、今「共創」が必要か
町長－複合的な課題の中で、行政だけでは限界があり、地域内外の人材等
をつなぎ、課題解決の仕組みを継続的に作ることが必要です

これからの農林業の振興について
町長－認定農業者のみならず小規模農家、林家への支援を行い、担い手の
確保につなげたいと考えています

一般質問

割田三喜男 議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

福田　弘明 議員

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員
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一般質問

町
に
は
見
守
り
施
策
と

し
て
「
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
」
が
あ
る
が
、
こ
の
事
業

の
利
用
状
況
と
課
題
は
。

こ
の
事
業
の
対
象
者

は
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
害
者
、

そ
の
他
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
５
月
末
時
点
の

設
置
世
帯
数
は
32
件
で
、
令
和
７
年

度
中
の
通
報
件
数
は
１
２
０
件
で
し

た
。
こ
の
う
ち
利
用
者
の
安
否
確
認

が
必
要
な
通
報
は
52
件
で
し
た
。
こ

の
装
置
の
設
置
に
は
親
族
な
ど
に
連

絡
協
力
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
、
少
子
化
・
核
家
族
化
の
進

行
な
ど
に
よ
り
遠
方
の
親
族
に
頼
ま

ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
と
事
業
所

と
の
情
報
共
有
に
お
い
て
も
本
事
業

を
利
用
し
づ
ら
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

発
報
と
同
時
に
直
接
警

備
会
社
等
に
連
絡
が
通

じ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

事
業
の
対
象
者
拡
大
も

含
め
町
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
見
守
り
体
制
を
構
築
し
て

い
く
考
え
か
。

高
齢
化
や
独
居
世
帯
の
増
加
が
さ
ら

に
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」
の

対
象
要
件
が
実
情
に
即
し
て
い
る
か

検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
民
生

委
員
さ
ん
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
の
協
議
結
果
か
ら
事
業
化

で
き
る
も
の
は
な
い
か
、
防
災
・
防

犯
の
観
点
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
際
情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
へ

の
生
活
支
援
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
支
援
の
必
要

性
を
国
や
県
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

訴
え
て
い
く
の
か
。

買
い
物
な
ど
店
ま
で
の

距
離
も
遠
く
、
物
価
の

高
騰
と
合
わ
せ
更
に
負
担
増
に
な
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
国
や
県
に
対

し
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
物
価
高

騰
の
影
響
緩
和
に
向
け
た
支
援
策
の

拡
充
を
求
め
る
要
望
活
動
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
連
携
を
密
に
し
、

必
要
な
支
援
策
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

高齢世帯や独居世帯の今後の見守り体制をどう構築するか
町長－見守り体制の整備強化が重要課題です

福田　公雄  議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

議
員
議
員

議
員
議
員

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

休
憩
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
の
回
復
措
置
の
現

状
は
。
ま
た
、
現
場
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
検
討

を
。

学
校
で
は
、
緊

急
、
突
発
的
な

事
案
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
予
定

し
て
い
た
時
間
に
休
憩
を
と
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

管
理
職
の
指
示
の
も
と
法
令
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
運
用
に
努
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、
時

間
外
在
校
時
間
の
確
認
な
ど
を
通

じ
、
教
職
員
の
勤
務
状
況
の
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
憩
時
間

の
取
得
状
況
に
つ
い
て
も
、
実
態
把

握
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

調
査
だ
け
で
な
く
、
校
務
効
率
化
や

業
務
分
担
見
直
し
等
、
休
憩
の
取
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
増
加
を
踏
ま

え
、
各
種
支
援
員
配
置
の
現
状
と
子
ど

も
の
声
を
生
か
し
た
支
援
体
制
は
。

現
在
、
町
費
に

よ
る
支
援
員
と

し
て
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、

生
活
指
導
支
援
員
、
養
護
補
助
支
援

員
、
心
の
相
談
員
を
配
置
し
、
児
童

生
徒
個
々
の
状
況
や
学
校
の
課
題
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
時
の
見

守
り
や
図
書
館
環
境
の
整
備
を
担
う

支
援
員
も
配
置
し
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
困
り
感

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
支
援
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
各
学
校
で
は
日
常
的
に

児
童
生
徒
と
関
わ
る
中
で
、
声
掛
け
や

面
談
、
生
活
ノ
ー
ト
、
保
護
者
と
の
連

携
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
の
思
い
や
状

況
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
表
情
や
行
動
の
変
化
、
小
さ
な

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
教
職
員

と
支
援
員
が
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
や
学
童
を
学
校
に
設

置
す
る
な
ど
協
議
を
進
め
て
い
く
考
え

は
。

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ

い
て
は
、
年
々
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
放
課
後
の

居
場
所
が
必
要
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
安
全
性
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
も
、
見
守
り
体
制
を
さ
ら
に
強
化

を
し
、
学
校
か
ら
安
全
に
集
え
る
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
家
庭
、
地
域
、
学
校
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
中
之
条
町
な
ら
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
と
い
う
環
境
を

行
政
と
し
て
も
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
教
育
委

員
会
や
学
校
と
連
携
し
、
協
議
の
場

が
必
要
で
あ
れ
ば
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。

教職員の休憩取得の実態は
教育長－各学校で職種別などにより分散、分割して設定しています

山田みどり 議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

議
員
議
員

議
員
議
員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長
町
長

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員
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い
ま
行
っ
て
い
る
担
い

手
対
策
の
評
価
と
今
後

行
う
予
定
の
対
策
は
。

新
規
就
農
者
は
毎
年
２

〜
３
名
ず
つ
お
り
ま
す

が
こ
の
数
は
正
直
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
就
農
者
が

Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
に
移
行
し
営
農
地
が
比
較
的
平

坦
で
大
規
模
に
限
ら
れ
る
と
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
少
人
数
で
も
規
模
の
大
き

な
農
業
へ
と
移
行
す
る
に
は
決
し
て
悪

い
数
字
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
、
中
之
条
町
を
実
習
先
と

し
て
い
る
高
校
生
に
就
農
し
て
い
た
だ

く
よ
う
働
き
が
け
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。学校

給
食
の
食
材
を
地

域
内
か
ら
公
共
調
達
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

か
つ
て
生
産
者
に
学
校

給
食
に
地
元
野
菜
の
提

供
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
品
質
や
量
、
納
品
の
頻
度
や

取
り
ま
と
め
事
務
の
問
題
等
が
あ
り
数

年
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
ロ

ッ
ト
、
多
品
目
と
い
う
学
校
給
食
独
特

の
注
文
形
態
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
化
を
利
用
し
、
ス

マ
ホ
一
つ
で
生
産
物
の
確
認
か
ら
注

文
、
精
算
ま
で
で
き
る
形
を
模
索
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
地
や
機
械
を
譲
り

た
い
人
と
新
た
に
農
林

業
を
し
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
が

必
要
で
は
。

離
農
や
経
営
規
模
縮
小

な
ど
に
よ
っ
て
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
農
林
業
用
機
械
で
引
き

続
き
使
用
可
能
な
も
の
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
は
新
規
就
農
者
等
の
負
担
軽
減

や
受
け
入
れ
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
本
来
は
古
物
商
の
方

な
ど
が
行
う
業
で
あ
り
、
所
有
者
の
財

産
の
処
分
等
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で

既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治
体
を
参

考
に
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
・
物
資
不
足

対
策
に
つ
い
て

物
価
高
・
資
材
不
足
に

よ
る
町
民
生
活
と
営
業

の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
自
治
体
独

自
の
対
応
を
。物

価
高
騰
が
長
期
化
す

る
中
で
、
様
々
な
角
度

か
ら
経
済
的
負
担
軽
減
策
の
導
入
の
可

能
性
を
調
査
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町の農林業をどのように維持発展させるのか
町長－新規就農者支援など担い手対策の事業を実施しています

一般質問

原沢　香司 議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員

議
員
議
員

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長

　当町議会の安原賢一議長が令和８年５月
14日に行われた吾妻郡町村議会議長会定
例総会において、町村会長に就任されまし
た。その後、同年５月２５日に行われた群
馬県町村議会議長会臨時総会において町村
会長に就任されました。

　議会における情報発信の強化を図る
ため、このたびX（旧Twitter）に公式
アカウントを開設いたしました。
　今後、議会の活動状況や各種お知ら
せ等を迅速かつ的確に発信してまいり
ますので、フォローのほどよろしくお
願いいたします。

フォローはこちらから

群馬県町村議会議長会臨時総会で就任挨拶をする安原議長

中之条町議会

開設しました！

＠ nakanojo_gikai＠ nakanojo_gikai

・・・

を公式 X アカウント公式 X アカウント

安原賢一議長安原賢一議長
吾妻郡・群馬県吾妻郡・群馬県

町村議会議長会の会長に就任町村議会議長会の会長に就任
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　令和６年度から令和８年度にかけて、本委員会は議会の透明性向上と住民参加促進を目指
し、多角的に議会改革に取り組んでまいりました。具体的な取組みと成果を報告します。

　町民の多様な意見を議会活動に反映させる
ため、未来戦略ミーティングのメンバーを対
象にワールドカフェ形式の意見交換会を実施
しました。
参加者からは
・情報発信強化
・議員活動報告の充実
といった意見をいただきました。
　今後は吾妻中央高校や地域団体との連携も
視野に入れ、さらに幅広い層からの意見集約
を進める予定です。

　議会改革推進特別委員会は、議会基本条例に基づき、住民意識の反映、情報公開の工夫、若年層
教育への参画促進に積極的に取り組み、上記のような具体的な成果を上げてまいりました。今後も
これらの成果を踏まえ、新たな制度設計や広報活動の強化を進め、町民の皆様にとって「より開か
れた議会」づくりに努める所存です。

　令和６年度及び令和７年度の２年間にわた
り議会モニターを募集し、町民からの意見収
集と議会活動へのフィードバックを試みまし
た。運用過程で、モニターの役割や活動内容
が明確に伝わりにくい課題が明らかになりま
したが、町民の意見を議会に取り入れる土台
づくりが進んだ点は成果と認識しています。
　令和８年度からは多様な意見収集手法を取
り入れた「議会サポーター制度」への移行を
検討しています。

開かれた議会へ！
議会改革推進特別委員会　活動報告

１．住民の多様な声に耳を傾ける
　　「ワールドカフェ」を開催

まとめ：開かれた議会を目指して

４．議会モニター制度の運用と議会
　　サポーター制度への移行検討

　本委員会の提案により、本会議の中継映像
を２画面で同時配信する方式を導入しまし
た。これにより、議場全体の様子と発言者の
映像を同時に視聴することが
可能となり、議会の透明性と
分かりやすさが大幅に
向上いたしました。　　
　中継映像は動画サイトを通じて公開してお
り、町民の皆様の議会への関心を高めること
に貢献しています。

２．議会の「今」を分かりやすく！
　　本会議２画面同時中継開始

　議会運営の理解向上と、若年層への政策的
関心喚起を目的に、中之条中学校3年生を対象
とした議会見学を開催しました。生徒たちは
実際の議場を見学し、議員との質疑応答を通
じて、議会の役割や
意思決定の
プロセスについて
理解を深めました。
　今後も地域の教育機関
との継続的な連携を図る方針です。

３．次世代を育む！中之条中学校　　
　　３年生の議会見学を実施
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（21）吾妻郡消防ポンプ操法競技大会

（30）埼玉県嵐山町議会総務経済常任委員会視察受入

  ＜令和８年度＞
5月 12日　議会改革推進特別委員会（役場）        　　　　     　   
      14日　吾妻郡町村議会議長会定例総会
　　　　  （長野原町）
      15日　第1回臨時会議（役場）
      15日　全員協議会（役場）
      25日　中之条みらい米プロジェクト田植え
 　　　　 （伊勢町地区）          
      25日　群馬県町村議会議長会臨時総会及び
 　　　　   町村議会議長・事務局長研修会(前橋市)
      25日　国道146号軽井沢バイパス建設等期成 
                同盟会総会（長野県）
      26日　全国町村議会議長・副議長研修会
  　　　　（東京都）　　　　　
      26日　例月監査（役場）
      28日　四万温泉協会通常総会
　　        （四万温泉ゆずりは荘）
      28日　第12回中之条まちなかリレーマラソン
 　　　  　 第1回運営委員会（ツインプラザ）
6月   1日　議会運営委員会・全員協議会（役場）
        1日　吾妻郡消防ポンプ操法協議会出場部激励
　　　　  （シルクパーク）
        6日　ブルガリア友好フェア2026植樹祭
　　        （中之条ガーデンズ）
        8日　6月定例会議第1日目 (本会議)(役場)   
        9日　6月定例会議第2日目 (一般質問)(役場)
      11日　社会福祉協議会第1回理事会（役場）
      15日　総務企画常任委員会（役場）
      16日　文教民生常任委員会（役場）
      17日　産業建設常任委員会（役場）
      18日　吾妻郡租税教育推進協議会定期総会
　　　　  （中之条税務署）
      21日　吾妻郡消防ポンプ操法競技大会
　　　　  （シルクパーク）
      22日　「社会を明るくする運動」中之条町推進
   　　　　 委員会（役場）
      24日　6月定例会議第3日目 (本会議) (役場)
      26日　吾妻広域町村圏振興整備組合議会
　　　　　 第1回臨時会（役場）
      26日　吾妻郡林業振興協会総会（役場）
      26日　吾妻郡郷土緑化推進委員会（役場）
      26日　一般社団法人中之条町観光協会
　　　 　　定時社員総会（バイテック文化ホール）
      29日　西吾妻福祉病院組合管理運営協議会・
　　　　　 議会臨時会（長野原町）
7月   1日　アウトメディア推進委員会及びいじめ防
                止等のための連絡協議会(ツインプラザ)
　　  2日　中之条町奨学金貸付審議会
       　　 （ツインプラザ）        

         6日  埼玉県嵐山町議会総務経済常任委員会
                視察受入（中之条ガーデンズ）
         7日  中之条電力・中之条パワー評議委員会
　　　　　 及び株主総会（中之条ガーデンズ）
         8日  四万清流の湯運営委員会（清流の湯）
       17日  群馬県町村議会議長会理事会 (前橋市)
       21日  中之条湯河原線等整備促進期成同盟会
　　　　　 総会（ツインプラザ）
       22日  六合診療所管理運営協議会
 8月   5日  国道353号県境開設促進協議会総会
    　　　 （新潟県湯沢町）

（１）
（２）

（３）
（４）
（５）

（６）

（７）

（８）

（９）
（10）

（11）

（12）
（13）

（14）

（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
（20）
（21）

（22）

（23）

（24）
（25）

（26）
（27）
（28）

（29）

（30）

（31）

（32）

（33）

（34）
（35）
（36）

（37）
（38）

･･

編
集
後
記･･

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
立

秋
と
は
名
ば
か
り
の
厳
し
い
暑
さ
が
予

想
さ
れ
、
爽
や
か
な
秋
が
待
ち
遠
し
い

も
の
で
す
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
ら
、
気
温
が
著
し
く
高
く

な
る
こ
と
に
よ
る
健
康
被
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
他
人
事
と
考
え

ず
、
暑
さ
か
ら
、
自
分
の
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
！

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
次
回
選
挙
よ

り
３
人
減
の
12
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
課
題
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
町
民
の
負
託
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
資
質
の
向
上
に
努
め
、
議

員
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
・
小
家
族
化

が
進
む
現
状
で
、
賢
く
縮
充
す
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
み

な
れ
た
場
所
で
生
活
し
続
け
る
た
め

に
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
地
域
活
力

と
自
治
力
を
取
り
戻
す
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
を
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

割
田
三
喜
男

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委  

員  

長　
佐
藤　
力
也　

　
　
副
委
員
長　
山
本　
　
修　

　
　
委　
　
員　
原
沢　
香
司

　
　
　
　
　
　
　
福
田　
公
雄　

　
　
　
　
　
　
　
割
田
三
喜
男

小
栗　
芳
雄

議会の主な活動

国道 292 号線から南大橋を渡って赤岩地域（六合地区）
に入ると、「赤岩ん家」や「赤岩ふれあいの家」、水車小屋
などの観光施設の横に、およそ 7000 本のマリーゴールド
とサルビアが美しく咲き誇る＜赤岩の花畑＞が広がります。
これまで地元の有志たちの手で丹精込めて手入れされてきた
花畑は、まさに一見の価値があります。管理者によれば、「今
年は例年以上に良い仕上がりで、秋までは十分楽しめます」
とのことから、足をのばしてみてはいかがでしょうか。

今回の表紙は

　
　
委　
　
員　
原
沢　
香
司

　
　
　
　
　
　
　
福
田　
公
雄　

　
　
　
　
　
　
　
割
田
三
喜
男


